
■失敗の価値■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 351号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス： 新年会顛末記 

 

今週は、皆さんをお誘いしたい新たなイベントはありません。 

そこで、一昨日開催した「高校同期の新年会」の顛末を報告します。 

ことの発端は、昨年 11/22に届いた「新年会中止」の連絡でした。 

コロナ禍の影響とはいえ、2 年連続の中止連絡に違和感を感じた僕は、即座に「オンライン開催」を申し出まし

た。 

もちろんこんな面倒な申し出を、幹事たちが歓迎してくれるわけがありませんが、2日後の 11/22に僕がオンラ

イン開催を宣言できたのは、勝手に準備を進めていたからでした。 

・ 

最初の呼びかけは、その 2日後の 11/24にいきなり開催するオンラインの準備会議でした。 

そもそも zoomを使った交流イベントなど、開催どころか参加したこともありません。 

早速数人から賛同メールが届き、zoomに参加してくれた段階で、僕のチャレンジは成功でした。 

僕の役目は、最初の一歩を踏み出すこと。 

あとは、集まった仲間たちがワイワイ言いながら様々な意見や提案を出してくれました。 

結局、当日を迎えるまで、６回の準備会議を開催し、オンラインに不慣れな人の接続や、ブレイクアウトルー

ムの使い方などを練習しました。 

また、仲間と一緒に飲み屋から、移動中の車中からなど、様々な場所から参加してくれたので、延べ３０人以

上が参加する同窓会がすでに実現していました。 

・ 

そして迎えた当日は、横浜、麻布、箱根、高輪の４つのサテライト会場と、国内外の職場や自宅にいる個人を

合わせて６０人ほどが参加しました。 



４時間という長丁場でしたが、１時間目から４時間目まで、サテライトごとに司会進行を担当するなど、オン

ラインならではの広がりを持つイベントになりました。 

もちろん反省点や改善点は山ほどありますが、これまでのリアルな新年会ではなし得ない一体感が実現したと

感じました。 

そして何より、僕だけでなく多くの仲間がこのことに味を占め、自信を深めたことに感激です。 

次回はアメリカ方面からも参加可能な朝イベントや、母校の行事、同期会旅行などとつなぐオンラインイベン

トなど、様々な意見が飛び出したので、それらの実現を仕掛けていこうと思いました。 

・ 

僕にとっての同窓会は、郷愁に浸るのでなく、助け合うこれからの仲間たちです。 

僕の作ったイベントサイトを、オフレコでご参照ください。 

http://azabu51.nanoni.co.jp/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：失敗の価値 

 

先日 T君と一緒に K県庁の観光担当を訪問した。 

目的は、K県が推進するインバウンド高額ツアーのコンテンツ創出に、全ての県民を巻き込むこと。 

ここ数年、海外からの旅行者数が急増する中、１００万円／日以上の高額購買層にアピールする観光コンテン

ツを生み出すことに、K県は真剣に取り組んでいるという。 

もちろん一昨年からコロナ禍の影響で、インバウンド市場は絶望的に低迷している。 

だがその一方で、コロナバブルともいえる金余りが進行する国内において、潜在的な高額購買層顕在化の可能

性も高まっている。 

そこで僕は、地域に眠る極めて貴重な観光コンテンツの掘り起こしを、専門家だけに任せるのでなく、広く県

民と共有すべきと考える。 

地域住民を行政に依存する顧客にせず、自ら取り組む当事者にすべきと僕は主張した。 

・ 

もちろんこんな話を突然持ち込んで、すんなり採用されるはずがない。 

担当者の回答は、「貴重なご意見に感謝いたします、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。」と、とても

丁寧なお断りだった。 

感想を述べ合う帰り道、T 君が「松村さんひょうひょうとしていますよね！」と言うので、「僕はいつも失敗を

前提としてるのでめげないのかも！」と答えた。 

そして「松村さん、本当に行動力有りますし、いろいろなところに首を突っ込むな、、と感心してます。」との

言葉を受けて、今日のブログを書きたくなった。 

・ 

さっきも言ったとおり、僕が失敗にめげないのは、失敗を前提としているからだ。 

Ｋ県庁に対する僕の目的は「提案を受け入れてもらう」ことでなく、「受け入れてくれない相手に熱く語ること」

だった。 

提案するからには、受け入れられることが「成功」であり、その意味で僕の「失敗」は明らかだ。 

でも、「失敗すること」で僕の提案が断られたという「実績を作ること」が、負け惜しみでなく僕の目的だとい

うことを知って欲しい。 

つまり、僕の目指す成功は、相手に何かを求めるのでなく自分自身が何かを成し遂げること。 



その実現が、成功をもたらさなくても構わないという意味だ。 

・ 

僕がなぜ、成功を諦め「失敗する」ことを前提に行動するのか。 

それは、「失敗しない」ことを前提にしたくないからだ。 

「失敗しないようにする」ことを、多くの人は「失敗しそうなことをしない」にすり替える。 

儲けたい人は、儲からないことをしたがらない。 

報われたい人は、報われないことをしたがらない。 

楽をしたい人は、苦しいことをしたがらない。 

それが現実だ。 

・ 

きっと多くの人たちは、成功の価値を「多くの失敗を伴う希少価値」とでも考えているのだろう。 

もしも誰もが成功するならば、そんな成功は自慢できない。 

一部の人が儲けるから、一部の人が報われるから、一部の人が楽をするから価値がある。 

結局、この発想が格差を生む元凶だ。 

誰もが、周囲の失敗を望むことになる。 

・ 

僕が前提とする失敗とは、この希少な成功を逆転する多数の成功を意味している。 

つまり僕が価値を感じるのは、たとえ失敗しようとも、実現したいこと。 

他人が何と言おうとも、自分が望むことにこそ価値があると信じてる。 

「楽＝苦労せずに済むこと」でなく、「楽＝苦労の末に得るもの」だ。 

誰もが知っている、誰もが目指す「成功」は、絶対に一部の人しか実現できない。 

でも、自分だけが知っていて、自分だけが求める「成功」なら、誰もが実現できるかも知れない。 

僕が「必要なのに誰もやろうとしないこと」に挑むのは、このことを意味してる。 

 

https://nanoni.co.jp/20220110/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：参加不可、下記以外の時間はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）01/11 いづみ（横浜）作業日 

会議×：01/11 UST見学会（駒場） 

交流◎：10-17時 いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

（水）01/12 なのに（自宅）作業日 

会議×：08-10時 ＡＲチームMTG（zoom） 

   会議○：18-21時 LR新年MTG（笑恵館＋zoom） 

（木）01/13 笑恵館（世田谷）作業日 

会議○：16-17時 日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 会議◎：17-19時 笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）01/14 なのに（自宅）作業日 



   会議×：10-12時 HFA定例会（渋谷） 

   訪問×：12-13時 株式会社辰（渋谷） 

会議◎：19-20時 カプラー起業交流会（zoom） 

（土）01/15 笑恵館（世田谷）作業日 

交流◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 

（日）01/16 なのに（自宅）作業日 

（月）01/17 なのに（自宅）作業日 

 

■定例の予定 

毎週月曜日 21-23時 〇京島MTG（zoom） 

毎週火曜日 10-17時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

毎週土曜日 09-17時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第１土曜日 10-11時 ×100smile会議（zoom） 

第２水曜日 08-10時 ×ＡＲチームMTG（zoom） 

第２木曜日 16-17時 〇日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

第２木曜日 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第２金曜日 19-20時 ◎カプラー起業交流会（zoom） 

第３木曜日 13-18時 ◎笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

第３木曜日 18-20時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

第３木曜日 20-21時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４木曜日 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第４金曜日 10-12時 ×京島まつむら塾（zoom） 

第４日曜日 10-14時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（飯能） 

 

■今後の予定 

交流〇：01/23 みんなの家シンポジウム（仙台・熊本・zoom） 

交流○：02/06 名栗の森オーナーシップクラブ 1月例会（飯能） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 



笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 

 


